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塊根と細根において発現量に差が見られる 10 種類の遺伝子（SRF1～SRF10）が同定された。 
Dof 転写因子をコードする SRF1遺伝子の機能解析 






る糖代謝の制御に関与することは知られていなかった。本研究によって明らかとなった SRF1 の機能は Dof 転写因子の新
たな役割を示唆するものと考えられる。 
塊根で発現する Class I Knotted1型ホメオボックス（KNOXI）遺伝子の単離と機能解析 
塊根の cDNA を鋳型としてディジェネレートプライマーを用いた RT-PCR を行った結果、塊根で発現する 4 種類の
KNOXI 遺伝子配列（Ibkn1～Ibkn4）が単離された。Ibkn1～Ibkn4 について RT-PCR 法を用いて発現パターンを解析したと
ころ、これらの遺伝子が塊根内で異なる発現パターンを示し、機能的に分化していることが示唆された。また、Ibkn1～
Ibkn4 について、塊根肥大との関連を調べるため、肥大性の異なる品種・系統を用いて発現量を解析したところ、肥大性
の高い品種・系統で Ibkn2, Ibkn4 が強く発現する傾向が認められた。これまで、KNOXI 遺伝子は通常、側根原基など一部
の細胞を除いて根では発現しないとされており、根における機能としては側根形成の調節が知られているのみであった。









において乾物率やデンプン含量の上昇をもたらしたが、その作用機作は、SRF1 は Dof 型の転写因子で、
塊根における液胞型インベルターゼの発現を調節することで、糖代謝の流れを変化させていることを明
らかにした。 
次に、塊根で発現する Class I Knotted1 型ホメオボックス（KNOXI）遺伝子を単離して、その機能解
析を進めた。その結果、塊根の肥大性に関与する遺伝子 Ibkn2, Ibkn4 を同定し、これらは、塊根におけ
る一次形成層のリグニン化を抑制して、肥大化させていることを示した。 
本論文研究は、サツマイモの塊根形成に関与する遺伝子の同定、形質転換体での形質発現の調査、さ
らに、現れた形質変異についての分子生物学的な原因究明など、サツマイモの塊根形成に関して、分子
生物学的な手法を適応して、極めて重要な知見を提供しており、博士論文研究に十分値するものと判定
した。 
